
行政サービスを集積と分散で区分

１．組織

２．権限

３．予算

４．住民参画

３．広域の基礎自治体となった場合の地域内分権の検討資料

集積サービス 分散サービス

・ごみ処理施設の運営
・火葬場の運営
・消防サービス
・交通基盤整備
・公共施設の設置・  運営
・国民健康保険事業の運営
・介護保健事業の運営

・住民・戸籍事務
・税の納付事務
・年金、国保事務
・行政相談
・介護サービス
・教育(学校)サービス
・医療(診療所)サービス
・コミュニティ関係
・地域行事の支援
・集会所等の管理・運営

集積サービス

分散サービス

スケールメリットを活かすため、
広域の基礎自治体で提供

日常的かつ恒常的なものであり、
住民に身近なところで提供

住民に身近なところでサービス提供するために考えられる仕組み

A区
(旧A市)

Ｂ区
(旧Ｂ町)

Ｃ区
(旧Ｃ町)

Ｄ区
(旧D町)

Ｅ区
(旧Ｅ村)

本庁

総合支所

地域に応じたサービスや施策を重点的に実施することが可能

協議会委員として参画

行政組織

住民と行政の協働
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地域内分権の仕組み

例えば　　　　

・総合支所方式　　

・支所長の権限拡大

・地域裁量予算　　　

地域自治組織

例えば　　　　

・地域自治区　　　

地域協議会

自治区

例えば、　・保健福祉サービスの充実

　　　　　・農林業や水産業の振興

　　　　　・伝統文化の保存、継承　　　　など

旧市町村単位に自治区を置く

メリット デメリット

①本庁方式
・住民の一体感が醸成されやすい
・事務の効率化が図れる

・周辺地域の住民サービスの低下
・新庁舎を建設する場合は莫大な費用が
　かかる

・高知市 ※
・香南市 ※
・香美市 ※

②総合支所方式
・周辺部の住民の不安感が一定緩和できる
・それぞれの地域で地域にあった行政が展
　開できる

・住民の一体感の醸成がしにくい
・人件費を含め経常経費の節減が困難と
　なる

・いの町
・津野町 ※
・四万十市

・仁淀川町
・四万十町
・黒潮町

③分庁方式

・特定分野については住民の満足感を高め
　ることができる
・既存の役所を活用でき、庁舎を新たに建
　設する負担が生じない

・行政分野全体については住民にとって
　不便となる
・業務管理のうえで非効率と

・高知市 ※
・津野町 ※
・中土佐町

・香美市 ※
・香南市 ※

県内での事例（※は併用）

範囲 設置期間 県内での事例

①地域審議会 ・旧市町村単位 ・合併協議で定める期間
四万十市、香南市、香美市、
四万十町、黒潮町

②地域自治区  (一般) ・任意（小学校区単位でも可） ・制限なし

③地域自治区(合併特例) ・旧市町村単位か、それを合わせた地域 ・合併協議で定める期間

④合併特例区 ・同上 ・５年以内

事例なし

メリット デメリット 県内での事例

①地域裁量予算

②地域枠の確保

独自予算により、地域の特性を活かした
サービスや施策を展開できる

・旧市町村意識が抜けない
・議会の議決権を制約

事例なし

メリット デメリット 県内での事例

①支所長の権限拡大
・支所長に特別職（助役）相当の権限を付与することにより、
　地域の主体的な取り組みが確保出来る

事例なし

②地域担当助役の設置
・本庁課長レベルを超える特別職である地域担当助役を配置す
　ることにより、地域の主体的な取り組みが確保出来る

津野町、四万十市

・旧市町村意識が抜けない
・地域エゴにつながる
・市長と対立した時の調整が難しい




